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みんなの教育･ふじさわネットは、2016年 9月 22日(木)藤沢市民会館第 2
展示ホールで、穂積匡史弁護士に、「『育鵬社教科書で学んだら』！？～子
どもの人権から考える」をテーマに講演していただき、みなさんとともに
考えあう学習会を行いました。雨模様の中、71名の参加でした。
学習会の後に寄せられた感想と意見からいくつかを紹介します。

まず「教育」の意味をよく考えなくてはいけない
と思います。歴史認識の点から「歴史」の教科書の
問題をよくとりあげていたのですが、「公民」の教科
書もおかしなところばかりで、驚きました。
今の政府、政権のことを思うと恐ろしくなるばか

りです。
藤沢は二度も育鵬社の教科書が採択されてしまい

残念でなりません。なんとかならないものでしょう
か。今は現場の先生方の授業に期待するばかりです
が、正直言ってそれも不安なところもあります。（先
生を支えることも必要だと思います）
みなさんの、わたしたちの活動が少しでも実を結

ぶようあきらめずにやっていくしかないと思いました。

穂積先生のお話、いかに育鵬社の教科書が自民
党のやりたい国づくりに資するものかがよくわか
りました。
現場の先生の大変さを質疑応答のところで思い

知りました。政権･国家が越えてはいけない線をこ
えてきたというのはその通りなのだと思います。
職場で（校長室で）管理職が法律名をちらつかせ
て言ってきたらとても１人ではたちうちできず病
気になりそうです。是非守っていきたいものです。

茅ヶ崎でも育鵬社の教科書の問題点についての学
習会に参加したことがありましたが、その時私はあ
まりよく理解できませんでした。そのため今日もう
一度こちらの学習会に参加しました。穂積弁護士の
話は大変わかりやすく憲法改正される前からこのよ
うに教育の分野でも、すでに着々と国家主義体制へ
向かっている現実を知りました。大変恐ろしいこと
と思えました。「教科書が変われば国が変わる」と教
えてくれた先輩教師（戦前の教育を受けた人）、「目
の前の子どもたちに何を教えるか責任を持ちなさい」
の言葉を思い出しました。できることなら茅ヶ崎で
も穂積先生の講演会をやれたらと、また、湘南教組
の先生たちとも教師や親が協力し合えたらと思いま
した。

〈講演する穂積弁護士〉→

藤沢の教科書･採択問題にとりくむ会からお借りしたパ
ネルの一部。「わかりやすい」と好評。感謝、感謝です。



藤沢市教育委員に大津氏 福祉関係の分野から
昨年 10 月から欠員の藤沢市教育委員に、元藤沢市職員で社会福祉法人

所長の大津邦彦氏が選ばれました。任期は、辞任した関野氏(元委員長)

の残りの期間となり、10月 1日からの 1年。（記事＆表参照）。
小沢氏(2009 年)関野氏(2013 年)と２期にわたり藤沢市商工会議所関係
者から委員が選ばれましたが、今回は福祉関係分野からとなりました。

小竹氏教育委員長に就任(再任) 11月 1日
教育委員会 10 月定例会(10 月 19 日開催)で教育委員長の選挙が行

われ、小竹氏が選ばれました(再任)。任期は 11月 1日から 1年。

吉田教育長 任期は来年 3月まで
再任は？後任は？ 注視しましょう！

学校教育では、こどもの、素直、一生懸命にとりく
む、協調性に富む、積極的に仕事をする、などはプ
ラスの評価として見ると思います。でもそれは、無
思想性や対立をさける、同調する、言われたことを
そのままやる、という危険な姿でもあると思いまし
た。批判的な子どもは、マイナスの評価としてとら
えられる社会の在り方こそが、大きな問題を含んで
いると思いました。疑問を持つ、おかしいと考える、
そう思ったら言ったり、行動する、ということその
ものが、ひねくれていると思われるような環境が今
あり、助長さえしてしまっているように思いました。
穂積さんの言った、個人の意思決定がいかに大事か、
を思いました。子どもの自由な意見表明をしっかり
それを認め、育てる大人の責任を考えさせられまし
た。育鵬社の教科書の内容がいかに問題ばかりかは、
教科書執筆者をみても、歴然としていました。教科
書として渡せないものが、渡されている子どもたち
です。大人の責任で、採択をストップさせる責任を
強くあらためて思いました。

育鵬社の教育や憲法に対する考え方が、自民党
の憲法草案の視点と同一であることを講師の話で
よくわかった。こんな国家主義的な教育内容とな
っている育鵬社の教科書を一刻も早く使うことの
ないようにしたい。

権利の前には義務があるという考えは、一見と
てもわかりやすいし、納得してしまいがちな考え
方ですが、人権はそういうものではないと改めて
思い、大事にしていかないと！子どもたちは国家
のための人材ではなくて、もっとのびのび、その
子らしく育って、自分で考えてゆけるように私た
ち大人が保障していきたいです。
教科書については、どんどん他の出版社も自主

規制で偏っていっているのが怖い。少しでも問題
になったところは採択されない風潮が進むと国定
教科書になってしまいそうなので、力をあわせて
運動を拡げていかないといけないと思いました。
一人ひとりが尊重される、多様性が平和を生む

と信じてます。
穂積先生、お話ありがとうございました。育鵬社の教科書を渡されれば、子どもたちは開い

て見るでしょう。先生方が授業で工夫されても、一
般常識からかけ離れたこの考え方に影響されていく
のかと思いました。使わせたくないです。
人権意識を持つことをあらゆる記述で否定してい

る教科書だと思いました。

今日はどうもありがとうございました。
現場の若い先生方に、今日のお話伝えて行きた

いと思います。
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学習会と第９回総会

日時 2017年２月４日(土)

13:30 ～ 16:00

会場 藤沢市民会館第２会議室

第一部 学習会
いったん手渡した｢教科書｣で

何ができるのか？
学校現場や保護者･市民の声を無視して採択

された育鵬社｢教科書｣。子どもたちが育鵬社と

他社の教科書を比較し、考える授業をしたい。

キーワードは、｢うのみにしない｣｢あれ？と

考える｣｢あなたはどう思う？｣

第二部 総 会

学習会参加費

会員は無料

会員でない方は500円


